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まえがき

　平成18年６月の学校教育法等の改正で、これまで障害種別に設けられていた盲・聾・養護学校
が、障害種別を超えた「特別支援学校」に改められるとともに、小・中学校等においても特別支
援教育を推進することが明示されました。この法律は平成19年４月１日より施行され、平成19年
度は、まさに特別支援教育元年といえます。この特別支援教育における教育課程の在り方等につ
いては、現在、中央教育審議会において学習指導要領の見直し等に向けての検討が進められてお
ります。
　本研究は、中央教育審議会における審議の状況等も踏まえつつ、これまでの教育課程を整理し、
特別支援学校としての教育課程の編成に向けた盲・聾・養護学校における教育課程編成の過程や
工夫点等について、実際的研究をまとめたものです。具体的には、学習指導要領の改訂等も視野
に入れつつ、特別支援学校における教育課程編成の基本的な考え方や編成の工夫を分かりやすく
解説し、各特別支援学校において新しい教育課程の円滑な編成・実施等に向けての参考となるガ
イドブックとして作成したものです。
　第一部は、「特別支援教育と教育課程」として、特別支援教育の基本的な考え方や経緯、特別
支援学校の制度と役割、小・中学校等における特別支援教育の概要等について解説するととも
に、学校における教育課程編成の基本的な考え方と、これまでの盲・聾・養護学校における教育
課程編成の工夫や配慮点について解説しています。
　第二部では、「特別支援教育の教育課程編成Ｑ＆Ａ」として、教育課程の編成・実施や個のニ
ーズへの対応などについて分かりやすく説明しています。
　第三部では、「教育課程編成の工夫－学校事例－」として、特色ある教育課程を編成・実施し
ている盲・聾・養護学校の事例を紹介し、今後の特別支援学校における教育課程を編成・実施す
る際の参考資料としています。
　各学校において、特別支援教育を充実するための教育課程の円滑な編成・実施等の参考として
本研究報告書を大いに活用していただければ幸いです。
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